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▲避難訓練について
防災行政無線のサイレンや防災メール等を合図に、津波の危険性がある地域については、石巻市津波

ハザードマップを参考に、浸水区域から区域外へ津波到達予想時刻内を目指し、避難をしました。避難
する場所は避難所・避難場所に限らず自宅の2階以上や、山やビルなどの高所へ避難しました。また津
波の被害がない地域については、土砂災害や水害等を想定した避難訓練が行われました。

令和５年１１月５日（日）、石巻市総合防災訓練が市内全域で開催されました。市内の小中学校及び
桜坂高校を登校日とし、児童や生徒を含めた多くの市民が参加しました。訓練では、震度６強の地震発
生に伴う大津波警報の発令を想定とし、ステージ１では、シェイクアウト訓練のほか、石巻市津波避難
計画・津波ハザードマップを参考にした津波からの避難訓練が行われました。またステージ２では、市
立小中学校及び町内会・自主防災組織が協力した防災訓練や防災学習が行われました。

▲学校と自主防災組織が連携した防災訓練について
釜小学校体育館では、上大二町内会自主防災会と釜小学校、青葉中学校が連携し、避難所開設・運営

訓練が行われました。段ボールベッドの組立て体験のほか、調理室では生徒が炊き出しの塩おにぎりを
作り、支援物資として避難者に配布されました。また、避難をする際に必要な持ち出し品について、生
徒達が話し合い、それぞれの班のリーダーによる発表が行われ、有事の際の備えについて確認しました。
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令和５年度「石巻市総合防災訓練」の参加者数
年度 参加者数 人口 参加率

令和５年度 24,500人 135,045人 18.14%
令和４年度 21,191人 137,184人 15.45%

●石巻市総合防災訓練には、町内会や自主防災
組織の地区住民や、児童生徒・教職員を含めた
学校関係者、消防団員など２４，５００人の市
民が参加しました。人口における参加率は、１
８．１４％で昨年度を上回りました。



▲自主防災組織災害対策訓練（イメージTEN）について
自主防災組織災害対策訓練（イメージTEN）では、受講者が自主防災組織本部の様子を時系列で疑似

体験をしました。想定された災害に対して、様々な課題や情報が付与され、それらに対して、グループ
毎に、人員何名で対処するか、どの資機材を使用するか等を検討し、対応を行いました。

石巻市では、令和５年１１月１９日（日）石巻市防災センターを会場に、地域の防災リーダーとして
活躍する防災指導員の皆様の知識の定着と更なるスキルアップを図るため、宮城県とともに「宮城県防
災指導員フォローアップ講習」を開催しました。当日は、４２名の防災指導員が受講しました。

＜地域防災コース「防災計画作成コース」＞

【講習内容】
・近年の災害傾向及び地域の地勢状況について
・防災計画の作成方法について
・自主防災組織災害対策訓練（イメージTEN）

令和６年２月２５日（日）に、石巻市の防災士を対象にしたスキルアップセミナーの開催を予定して

います。詳細が決まりましたら、市のホームページ等でお知らせします。また、自主防災組織の設立に関
する相談や機能強化補助金等の詳しい内容につきましては、危機対策課災害対策係までお問合せ下さい。
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▲各町内会・自主防災組織で行われた自主訓練について
ステージ２では、各町内会や自主防災組織で自主訓練が行われました。避難所開設訓練・運営訓練のほ

か、消火訓練、救出救護訓練、炊き出し訓練、資機材の確認等、地域の状況にあった訓練が行われ、地域
の防災力の向上へと繋がりました。

補助金種別 件数 補助金種別 件数

防災資機材購入費 ３件 防災訓練費 ４７件

防災倉庫設置費 ２件
防災士養成講座

受講費
０件

食糧備蓄購入費 １２件 令和５年１１月３０日現在

●１１月５日の総合防災訓練にあわせて、３８の自主防災
組織が防災訓練費補助金の交付申請手続きを行いました。

●１１月５日の総合防災訓練で上大二町内会自主防災会が釜小学
校体育館を会場に避難所開設訓練を実施し、非接触体度計とサー
キュレーターを購入した事例。

支出 非接触体度計・サーキュレーター：３５，４２０円

収入 申請者負担金 ： ４２０円
日本赤十字社助成金 ： ５，０００円
市補助金 ： ３０，０００円
合計 ： ３５，４２０円

＜補助限度額＞
１訓練につき２万円（ただし、学校等の指定避難所を会場

に避難所開設訓練を実施した場合は３万円）

各町内会・自主防災組織の
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